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２月号 

新居浜公民館 
広報部 

３２－８３１２ 
 

   

題 
 

自
覚
・
立
志
・
健
康 

 

二
年
三
組 

加
藤
ひ
な
の 

私
が
少
年
の
日
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て
決
意
し
た
こ
と
は
、
少
年
の
日

に
３
つ
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で
す
。 

ま
ず
、
一
つ
目
の
「
自
覚
！
」
私
は
部
活
動
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
自

覚
、
北
中
代
表
と
し
て
、
や
っ
て
い
く
生
徒
会
の
一
員
と
し
て
の
、
自
覚
を
も

っ
と
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
行
動
、
発
言
に
責
任
を
持
ち
、
自

分
の
失
敗
は
自
分
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
、
な
り
た
い
で
す
。
他
人
の
気
持

ち
を
よ
く
考
え
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。 

二
つ
目
の
「
立
志
！
」
で
は
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
も
っ
と
自
分
ら
し
さ
を
出

し
、
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
人

の
よ
さ
を
見
つ
け
、
お
互
い
高
め
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
常
に
志
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
職
業
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
か
れ
て

も
自
立
し
、
社
会
に
役
立
つ
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。 

そ
し
て
最
後
は
「
健
康
！
」
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
、
ま
た
、
困
難
に
も
出
会
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
困
難
に
立
ち
向
か

え
る
勇
気
、
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
る
強
い
心
や
体
づ
く
り
を
し
て
い
く

と
社
会
に
出
た
時
、
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。 

少
年
の
日
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
私
の
目
指
す
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
３
つ

の
目
標
を
常
に
意
識
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

   

こ 

よ 

み 
 

 

如 

月 

１
日
（
火
）
老
人
会 

２
日
（
水
）
新
小 

親
善
球
技
大
会 

４
日
（
金
）
北
中 

少
年
式
・  

３
年
実
力
テ
ス
ト
～
（
７
日
ま
で
） 

１０
日
（
木
）
新
小 

移
動
図
書
館
（
１０
時
２０
分
～
１１
時
） 

１１
日
（
金
）
建
国
記
念
の
日
（
休
館
日
） 

１４
日
（
月
）
民
協
会 

１４
日
（
月
）
北
中 

３
年
進
路
保
護
者
懇
談
会
（
～
１５
日
） 

１５
日
（
火
）
新
小 

新
入
児
童
物
品
販
売
（
１６
時
～
） 

１９
日
（
土
）
第

５１
回
公
民
館
研
究
大
会 

２３
日
（
水
）
北
中 

期
末
テ
ス
ト
（
～
２５
日
） 

２５
日
（
金
）
広
報
部
会 

２５
日
（
金
）
新
小 

移
動
図
書
館
（
１０
時
２０
分
～
１１
時
） 

２８
日
（
月
）
自
治
会
長
会 

 

       

 

祝 

少
年
の
日 

２
月
４
日
、
北
中
学
校
で
「
自
覚
・
立
志
・
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
、
少
年
式
が
催
さ
れ
２
年
生
が
こ
の
日
を
迎
え
ま
す
。 

生
徒
の
決
意
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

題 
 

私
の
決
意 

 
 
 

 
 

 
 
 

二
年
二
組 

 

神
山 

明
日
香 

 

私
は
「自
覚
・立
志
」に
つ
い
て
三
つ
の
事
を
決
意
し
ま
す
。 

 
ま
ず
一
つ
目
の
決
意
は
「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
日
々
の
言
動
に
責
任
を
持
つ
」
で

す
。
私
は
、
職
場
体
験
学
習
で
、
司
法
書
士
事
務
所
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
の
仕
組
み
や
、
六

法
な
ど
学
び
ま
し
た
。
社
会
は
私
が
考
え
て
い
た
よ
り
複
雑
で
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
そ
ん
な
社

会
の
中
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の
学
校
生
活
で
「
自
覚
」
を
持

っ
て
、
責
任
感
の
あ
る
言
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
の
決
意
は
「
大
き
な
志
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
」
で
す
。
今
ま
で
、
目
標
を
決

め
て
も
あ
ま
り
達
成
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
私
は
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
努
力

を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
少
し
だ
け
努
力
を
し
て
、
出
来
な
か
っ
た
ら
す
ぐ
止
め
る
。
そ
の
生
半

可
な
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
、
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で

す
。
自
分
を
変
え
る
た
め
に
は
「
大
き
な
志
」
を
持
っ
て
で
き
る
限
り
の
「
努
力
」
を
し
、
い
つ
か
達
成
す

る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
の
決
意
は
、
「
何
事
に
も
負
け
な
い
強
い
心
と
体
を
つ
く
る
」
で
す
。
私
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
本

番
に
、
す
ご
く
弱
い
で
す
。
今
後
、
授
業
で
発
表
し
た
り
、
本
番
に
向
け
て
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
自

分
に
勝
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
十
四
歳
は
大
人
に
な
っ
て
社
会
で
生
活
す
る
た
め
の
基
礎
づ

く
り
の
年
だ
と
思
い
ま
す
。
今
こ
こ
で
決
意
し
た
こ
と
を
大
切
に
が
ん
ば
っ
て
、
行
き
た
い
で
す
。 

一
年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
新
春
恒
例
行
事
「
お
水
と
り
」
が
７
日
、

市
指
定
史
跡
「
つ
づ
ら
淵
」
で
行
わ
れ
、
年
男
・
年
女
の
方
々
が
若
水
を
く
み
ま
し

た
。
午
前
６
時
、
提
灯
に
照
ら
さ
れ
た
泉
の
周
り
に
は
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、

雪
が
舞
う
中
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
若
水
を
入
れ
た
樽
を
台
車
に
載
せ
、
一
宮
神
社
に
奉
納
し
、
若
水
自
治

会
館
で
は
、
す
く
っ
た
水
で
炊
い
た
七
草
が
ゆ
を
、
味
わ
い
ま
し
た
。 

学
級
・
講
座
の
ご
案
内 

  

家
庭
教
育
講
座 

 
 

２
月
２４
日
（木
）
10
時
～
12
時 

 
 

内 

容 
 
 

茶
話
会
「小
学
校
教
頭
先
生
の
お
話
」  

場 

所 
 
 

新
居
浜
公
民
館 

１
階
和
室 

 
 

 
題 

 

責
任
感
を
持
つ 

 
 

 
 
 

二
年
一
組 

 
 

藤
田 

慎 

少
年
式
を
迎
え
、
と
う
と
う
僕
た
ち
は
、
一
つ
の
階
段
を
登
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
し
た
こ
と
、
言
っ
た
こ
と
全
て
が
自
分
の
責
任
で
す
。
僕
は
、
ま
だ
ま
だ
成
長
段
階
で
す
。
親
が

い
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
一
言
一
言
に
重
み
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
僕
は
大
人
に
近
づ
く
な
か
で
、
い
き
な
り
で
は
な
く
て
も
少
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で
、
そ
う
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
い
き
、
自
分
の
行
動
に
き
ち
ん
と
責
任
の
と
れ
る
人
間
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

今
、
僕
は
人
間
と
し
て
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
た
り
、
本

当
の
自
分
で
接
す
る
こ
と
、
仲
間
の
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
、
相
手
を
敬
う
心
、
自
分
に
関
わ
っ
た
り
、

支
え
て
く
れ
た
り
す
る
全
て
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
で
す
。 

今
、
毎
日
が
成
長
で
す
。
一
分
一
秒
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
毎
日
を
過

せ
て
い
る
自
分
、
成
長
し
た
自
分
を
人
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
と
「志
」
を
持
ち
、
精
一
杯
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
試
練
や
壁
が
僕
の
目
の
前
に
た
ち
は
だ
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
々
に
、
常

に
前
向
き
に
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
成
長
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
感
じ
、
乗
り
越
え
い
け
る
よ
う
な
自

分
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
ご
と
に
も
動
じ
な
い
心
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
少
年
式
を
通
し
て
、
新
た
な
自
分
へ
と
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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第５１回 新居浜市公民館研究大会 
期 日 平成２３年２月１９日(土) 

場 所 新居浜市市民文化センター中ホール 

主 催 新居浜市公民館連絡協議会 新居浜市教育委員会 

大会主題 『変わろう！公民館』～地域と共に創る公民館をめざして～ 

日 程     ９：１５～ ９：２０  受付 

９：２０～１０：００  開会行事 

１０：００～１０：１０  休憩 

１０：１０～１２：００  講演「近藤真司先生」 

              ３館事例発表 

１２：００～       閉会行事 

 

 

えんぜるっこ(子育て支援事業) 

内 容 「ちょっと早めのひな祭り」 

と き 平成 2３年２月２１日(月) 

 午前 10時～ 

ところ   新居浜公民館 １階和室 

対象者 新居浜校区にお住まいの 

親子（乳幼児･未就園児） 

問合せ  主任児童民生委員   

  青野光代（35－1800） 

 

新小６年生  とらっこ・うさっこ集まれ！！ 
（愛媛県産のお魚をさばいて食べよう！） 
６年生のみんなで、いろいろな事が出来るのもあと少し。そこ 

で、お魚を丸まま１本使い、おいしいご飯をみんなで作りましょう。 

日時  平成２３年２月２６日（土）９時～１３時 

場所  新居浜公民館 調理室 

「どんなお魚が来るか？ 楽しみにしてね！」 

対象  新居浜小学校６年生と保護者  

参加申込は（６年保護者代表 今西 敦子まで） 

持参物 エプロン・三角巾・筆記用具 

問い合せは、新居浜公民館(32-8312)まで 

 

ハートFULL新居浜 
２０１０差別をなくする市民の集い 

日  時 平成２３年２月１１日（金）１３時００分開場 

                 １３時３０分開演 

場 所 新居浜市市民文化センター 中ホール 

内 容 第１部 市民手づくりの人権啓発劇「桃が実る」 

     第２部 市民手づくりの人権啓発劇「温泉へＧＯ！」 

  

入場料 無料(入場整理券が必要です。尚、入場整理券は、 

公民館又は人権擁護課に置いてあります。) 

問合せ 新居浜市 市民部人権擁護課 

電話 ６５－１２４３（直通）・FAX ６５－１３０６ 

 

お知らせ ３月６日（日）お別れ遠足で「レオマワールド」へ行きます。 

参加ご希望の方は、早目にお申し込み下さい。 

（先着順とさせていただきます。） 

 

 

お魚料理教室の様子です。 

きのうの凧あげ大会では、風が強すぎて凧が上手に上が

りませんでした。凧が上がり、２～３秒後には、みんな落ちて

くる、凧の竹に当たらないように、よけるのにひっしでした。風

がふいている時に、少し草が口に入ってきました。たくさん失

敗して、凧が空高く舞い上がった時には「１位になれるんや

ないん」と言っている人が多かったです。 

しかし、表彰式で「がんばったでしょう」と「天高く上がった

でしょう」が他の所にいった時は、無理と思ったけど～～ 

「大会長賞」がもらえた時は、すごくうれしかったです。 

がんばってくれた、凧に感謝したいです。      

６年１組 河江 健悟 

 

１月１６日にマリンパークで、凧上げ大会がありました。 

その日は風が強く吹き飛ばされそうでした。 

 いよいよ、凧を上げる時がきました。練習どおりに上がっ

たら、いいなと思いましたが、風が強く「凧」が落下してしま

いました。そのあとも、何回か飛ばしていくと「凧」がビリビリ

になって、もう！ヤバイ状態でした。みんなで「凧」を直し

て、また飛ばしました。すると・・・・きれいに上がりました。 

閉会式では、賞状をもらいました。 

「チームワーク賞」チームワークがよかった賞です！ 

みんなで協力できたので、良かったな～と思います。 

                     ６年２組 多田 明子 

 

１月１６日（日）冬の風物詩である、新居浜凧上げ

大会が、マリンパーク新居浜で開催されました。 

新居浜小学校６年生児童は各クラスで大凧を作成

し、エントリーしました。 

凧がなかなか、風に乗れず、悪戦苦闘しながら、

みんなが力を合わせて、がんばりました。 

約１６０の参加凧の中から新居浜小６年１組は、 

「大会長賞」を、６年２組は「チームワーク賞」を見事

獲得しました。おめでとうございます。 

下記に児童の感想文を載せています。 

 

 

 

６
年
１
組
の
皆
さ
ん
で
す
。 

６
年
２
組
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

 

 


